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重要取組シート 

 

取組項目 MICE 誘致の推進 

現状・課題 

・本市の人口は、2030（令和 12）年に 80 万人、2045（令和 27）年に 70 万

人を下回る見込みである。 

・都市の活力を維持、向上させるためには、定住人口の減少抑制だけでなく、交流

人口を増加させることが必要である。（観光庁試算：定住人口 1 人の減少による

経済縮小を、 外国人旅行者 8 人または国内旅行者（宿泊）23 人分などの消費で

代替可能） 

・交流人口の増加には、開催地での消費が見込める MICE 開催は効果が高い。 

・現在、市内事業者や大阪観光局等と誘致に向けた連携を行っている。 

取 組 の 

内  容 

・MICE 誘致に向けた市内事業者との連携は継続する。 

・全国規模の会議・大会等の主催団体やイベント等企画運営事業者等に対して、本

市が有するスポーツ施設・文化施設の機能や、交通利便性を PR し、多くの集客

交流が見込まれる MICEを誘致することで、交流人口の増加につなげる。 

・庁内関係部局だけはなく、MICE 推進活動を実施している大阪観光局との連携を

強化し、MICE 誘致につなげる。 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

前期 

（～7 月） 

□ （随時）MICE 誘致に関する会議の開催（3部合同） 

      ・誘致までの流れの確認   ・ニーズ等の情報収集と分析 

           ・開催場所の整理（ユニークベニューの創出） 

□ （随時）大阪観光局 MICE 誘致担当との連携 

□ （5 月）JCI ASPAC 堺高石大会の開催 

中期 

（～11 月） 

□ （随時）MICE 誘致に関する会議の開催（3部合同） 

      ・MICE 誘致の方向性の決定 ・提案書等の作成 

□ （随時）大阪観光局 MICE 誘致担当との連携 

後期 

（～3 月） 

□ （随時）MICE 誘致に関する会議の開催（3部合同） 

□ （随時）大阪観光局 MICE 誘致担当との連携 

□ （随時）MICE 誘致の営業活動 

次年度 

以降 

□  （随時）MICE 誘致の営業活動 

進
捗
の
状
況 

前期 

（～7 月） 

□ （随時）MICE 誘致に関する情報収集と分析 

      ・来訪者動向等の情報収集と分析 

□ （随時）大阪観光局 MICE 誘致担当との連携 

      ・本市に関する MICE 誘致状況の確認 

□ （5 月）JCI ASPAC 堺高石大会の開催 

中期 

（～11 月） 

□ （随時）MICE 誘致に関する情報収集と営業活動に向けた資料作成 

・市ホテル協会へのヒアリング 

・主催者向けプロモーション資料の作成 

□ （随時）大阪観光局 MICE 誘致担当との連携 

      ・本市に関する MICE 誘致状況の確認 

□ （11 月）World Tea Meet Up in SAKAI の開催 

文化観光局 観光部 観光企画課 

スポーツ部 スポーツ推進課 

文化部 文化課 
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後期 

（～3 月） 

□ （1 月） 堺観光コンベンション協会とのMICE 誘致に関する担当者会議 

□ （1 月） 大阪観光局との市外のMICE 参加者の誘客に向けた打合せ 

□ （3 月） 大阪観光局とのMICE 誘致に向けた担当者会議 

（MICE 開催都市としての本市の立ち位置、強み・課題等の整理） 

堺
市
基
本
計
画 

２
０
２
５ 

該当する 

施策 

1 堺の特色ある歴史文化 ～Legacy～ 

（3）類稀な堺の歴史文化資源を活かした戦略的な観光誘客の推進 

（4）文化芸術の振興・国際文化の強化 

寄与する 

KPI 

①大仙公園エリアへの来訪者数 

［現状値：29.4万人（2019年度）］ 

②環濠エリアへの来訪者数 

［現状値：182.6万人（2019年度）］ 

③延べ宿泊者数［現状値：1,031,854人（2018年度）］ 

④文化施設の利用者数 

[現状値：1,049,822人（2019年度） 

目標値（2025年度） 

①  60 万人 

②300 万人 

③140 万人 

④150 万人 

未
来
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市
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最も貢献する 
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寄与する 

KPI 
 

目標値（2023年度） 

 

 


